
「きっかけや理由は何でもいい」          英語科 門屋 衣織 

 読書好きの皆さんに聞きます。読書が趣味になったきっかけは何ですか？ 次に、読書が苦手な皆さ

んに聞きます。どういうときになら本を読みますか？ 

 私は、恥ずかしながら読書が好きな幼少期、学生時代を過ごすことができませんでした。体を動かす

ことが大好きで、午前中の中休みも、昼休みも欠かさず外へ出て時間ギリギリまでドッジボールをして

いました。漫画ですら、私には読むのが苦痛でした。しかし、小学５年生の時に少しの期間だけ、毎日

昼休みに図書室に通う時期がありました。 

 小学５年生の時、私はマラソンとサッカーに夢中でした。クリスマスプレゼントにサッカーボールを

買ってもらったり、毎日家の近所を走ったりしていました。ある日、雨で校庭が使えず、体育館も行事

で使用禁止だったため、気まぐれに図書室に行きました。入ってすぐに、ある本が目に入りました。そ

れが『高橋尚子―走る、かがやく、風になる（シリーズ・素顔の勇者たち）』です。高橋尚子さんは、

シドニーオリンピックの女子マラソンで金メダルを獲得した選手です。笑顔が魅力的で、走っている間

も笑顔を絶やさない、心身ともに洗練されたところにとても惹かれ、憧れを抱いていました。迷うこと

なくその本を借りて、その日のうちに読み切りました。好きな選手の本だったことがその本を読もうと

思った理由でしたが、そこには、私にとってもう一つの出会いがありました。 

 高橋尚子選手を支えていた、中澤正仁監督の言葉です。中澤監督は、高橋尚子選手が高校時代に所属

していた陸上部の監督です。高橋尚子選手を支えていたある言葉に、私もすごく支えられ、ずっと大事

にしています。 

「何も咲かない寒い日は、下へ下へと根を伸ばせ。やがて大きな花が咲く。」 

 どんなにうまくいかない日が続いても、地道に努力を積み重ねればいつか実を結ぶ日がくるのだろう

と、自然に思うことができました。この言葉をきっかけに私は、些細な努力も惜しまずコツコツ積み重

ねるようになりました。高橋尚子選手のような大輪の花を咲かせることはまだできていませんが、納得

のいく花をいくつか咲かせることができ、自信を持つことができました。これからもそうしていくつも

りです。 

 残念ながら、この出会いがきっかけで読書の習慣がついたわけではありませんでしたが、たまに書店

に寄ってあの時のビビッとくるような本との出会いを求めています。次の出会いが、私の読書習慣のき

っかけにつながるかもしれません。できることからでいい、理由は何でもいいと思います。授業以外で

一度も図書館を利用していない人は、ぜひ行ってみましょう。毎日の朝読書に同じ本を何度も繰り返し

読んでいる人は、新しい本との出会いを求めてみましょう。本との出会いによって、皆さんの人生が豊

かになることを祈っています。 

※ 『高橋尚子―走る、かがやく、風になる』の本、購入したかったのですが、残念ながら現在は、

購入できないようです。ですが、宇和島市立図書館（中央館）にはありますので、興味のある人

は宇和島市立図書館で借りてみてください。 
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私 の ペ ー ス で し お り は 進 む 

 

上記は、今年の読書標語です。 

   この標語の作者のコメントを紹介します。「しおりがなかなか進まない本もあれば、一気に読んでしまう本もあ

る。読み終えれば、どちらも充実感や感動を得ることができます。これからも、心に残る物語との出会いを求め

て、私のペースで読書を楽しみたいと思います。」 

文化祭では、今年も図書委員会で、「しおりづくりのワークショップ」を予定しています。自分だけの手作りし

おりを本に挟んでみませんか？ 

☆宇和島南中等教育学校の読書標語を募集します☆ 

        ○ 図書委員が中心となり、各クラスで真面目に標語をつくってください。 

            (詳しくは図書委員がクラスにて連絡します。) 

        ○ 文字数は自由です。  

(五・七・五やキャッチコピー風など形式も自由です。) 

○ 提出締め切りは、10月 20日（金）です。 

  

～新刊紹介～( 全部、既に入荷しています。) 

● 『ぎょらん』                                                   町田そのこ 【著】 

● 『コンビニ兄弟 テンダネス門司港こがね村店』 １～３                       町田そのこ 【著】 

● 『手で見るぼくの世界は 』                                                     樫崎茜 【著】 

● 『母の国、父の国』                                                        小手毬るい 【著】 

● 『パップという名の犬』                                                     ルイス・ジル 【著】 

● 『シタマチ・レイクサイド・ロード』                                               濱野京子 【著】 

● 『ハンチバック』                                                         市川沙央 【著】 

● 『一生頭がよくなり続けるすごい脳の使い方』                                  加藤俊徳 【著】 

● 『十戒』                                                              夕木春央 【著】 

● 『じい散歩 』                                                              藤野千夜 【著】                                                  

● 『青を抱く』                                                             一穂ミチ 【著】                                                       

● 『虹色のチョーク』                                                          小松成美 【著】 

● 『きのうのオレンジ』                                                     藤岡陽子 【著】 

 

ただいま、今年度２回目（そして最後）の購入本、募集中です。希望がある人は、各クラスの 

図書委員か図書館の赤松まで、連絡してください。 

締め切りは、10月 13日です。 


